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平成27年度日本語教育機関事務研究協議会事例報告
	当初認定番号
	

	教育機関名
	

	記入者
	


１．諸外国での募集活動や留学生受入れについて
　　日振協の調査によれば、本年の留学生受入れの状況は、中国、ベトナム、台湾、スリランカ、ミャンマー、インドネシア及びモンゴル等に増加傾向が見られ、また、欧州においても一部増加の兆候が見えますが、一方、韓国は漸減、ネパールは今年に入って減少傾向を示しています。
各機関におかれましては、募集活動等で大変御苦労されていることと思いますが、各国の募集活動や選考等留学生受入れに関し、参考となる動きや情報等がありましたら、お教えください。
	


２．ベトナム人、ネパール人の所在不明者への対応について
毎月の定期報告でもお知らせしておりますが、本年における所在不明者の数は、ベトナム人及びネパール人留学生が引き続き増加傾向にあり、これ以上増加しないように努めていく必要があります。
貴機関におかれましては、所在不明者が発生した場合、本人の所在確認を具体的にどのように行っているか、また、その原因究明の結果、措置された防止対策についてお教えください。
参考
（1） 平成２５年(１年間)
総数：１１０人　　［内訳：ベトナム人８０人　ネパール人３人］
（２）平成２６年(１年間)
　　　 総数：１９３人　　［内訳：ベトナム人１４９人　ネパール人２７人］
	


３．日頃の生活指導で、特に力を入れている点について
　　日本語教育機関は、日本語教育と生活指導という２本柱で学生を無事修了まで導いていると理解していますが、日常の生活態度について生活指導の立場から、めったにないケースをどう解決したか、あるいは困った経験も含めて、特に近年、力を入れている点について紹介してください。
	


４．日振協ロゴマークの制定について
　　懸案事項であった日振協ロゴマークが制定されたことにつきましては、平成２７年９月１８日付け日教振第１１５号理事長名でお知らせしたところです。
　　ご案内のように、このロゴマークの制定につきましては、多くの機関から強い要望がありました。
　　つきましては、各機関におかれましては、どのような使い方をお考えになっているのか、あるいは使われているのか、ご紹介していただけますでしょうか。
	


５．その他、本協議会に際し、御意見・御要望があればお書きください。
	


６．文部科学省、法務省、外務省及び日振協への質問・要望事項がありましたら記入してください。
　　回答を希望する機関に☑をしてください
	回答希望機関
	□ 文部科学省　　　□ 法務省　　　□ 外務省　　　□ 日振協

	【質問・要望事項】



